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本
書
は
、
弘
前
城
築
城
四
百
年
祭
記
念
事
業
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弘
前
市
立
図
書
館
後
援
会
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催
し
た
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古
文
書
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見
る
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弘
前
城
あ
れ
こ
れ
〟」（
共
催
・

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
、
後
援
・
弘
前
城
築
城

四
百
年
祭
実
行
委
員
会
）
へ
出
展
さ
れ
た
〝
原
文
〟

〝
読
み
下
し
文
〟〝
解
説
文
〟
か
ら
な
る
パ
ネ
ル

を
収
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　「
古
文
書
で
見
る
〝
弘
前
城
あ
れ
こ
れ
〟」
展
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平
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二
十
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年
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一
月
一
日
か
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十
三
日
ま

で
の
期
間
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弘
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書
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で
開
催
さ
れ
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が
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澤
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室
の
協
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七
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る
三
十
五
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パ
ネ
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し
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も
の
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あ
る
。
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、
本
書
へ
掲
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さ
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た
図
版
等
で
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提

供
元
の
記
載
が
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い
の
は
、
弘
前
古
文
書
教
室

及
び
弘
前
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書
館
の
所
蔵
で
あ
る
。
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82　古文書で見る「弘前城あれこれ」　

　
◆
藩
と
は
─
─

　
日
本
で
は
、
江
戸
時
代
に
公
儀
（
幕
府
）
が
大
名
を
諸
侯
と
呼
び
、
領
地
ま
た
は
支
配
組
織
を
藩
と
呼
ぶ
習
わ
し
が
あ
っ
た

が
、
公
式
に
使
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

　
た
だ
『
折
り
た
く
柴
の
記
』
に
六
代
将
軍
・
徳
川
家
宣
の
領
地
を
甲
府
藩
、
屋
敷
を
藩
邸
と
し
て
い
る
の
が
極
め
て
珍
し
い

例
で
あ
る
。

　
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
の
、大
政
奉
還
後
の
維
新
政
府
は
、慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
制
定
の
府
藩
県
三
治
制
に
よ
っ
て
、大

名
諸
侯
の
領
を
公
式
に
藩
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
津
軽
承
昭
は
津
軽
弘
前
藩
主
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
支
配
地
名
津
軽
と
地
域
弘
前
の
名
が
藩
名
と
な
っ

た
。

　
政
府
か
ら
命
じ
ら
れ
て
つ
く
っ
た
藩
印
に
は
「
津
軽
弘
前
印
」
と
あ
り
、
藩
の
文
字
は
な
い
。
た
だ
し
こ
の
印
鑑
は
使
わ
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
、
現
物
も
残
っ
て
い
な
い
。

　
戊
辰
戦
争
で
は
、
長
崎
会
議
所
か
ら
は
弘
前
藩
と
呼
ば
れ
、
奥
羽
鎮
撫
総
督
府
か
ら
は
津
軽
藩
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
箱
館
戦

争
で
は
、
明
治
二
年
五
月
、
家
老
杉
山
上
総
が
「
津
軽
藩
総
大
将
」
名
で
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。

　
明
治
二
年
六
月
の
版
籍
奉
還
後
、
藩
主
を
藩
知
事
に
任
命
し
、
津
軽
承
昭
は
弘
前
藩
知
事
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
弘
前
藩
の

公
印
が
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

●
弘
前
藩
か
津
軽
藩
か
、
使
わ
れ
て
い
た
公
印	

佐  

藤
　
博
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弘
前
市
立
博
物
館
に
陳
列
し
て
い
る
歴
史
コ
ー
ナ
ー
に
、「
藩
知
事
任
状
御
朱
璽
」（
明
治
二
年
六
月
の
藩
知
事
辞
令
）
と
「
弘

前
藩
知
事
印
」
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、博
物
館
に
は
、田
澤
正
氏
が
寄
贈
し
た
「
弘
前
藩
公
用
掛
」
の
印
鑑
も
あ
る
。
明
治
二
年
弘
前
藩
公
用
方
書
記
で
あ
っ

た
下
澤
保
躬
が
使
用
し
た
印
鑑
で
、
同
家
の
子
孫
か
ら
譲
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
弘
前
藩
が
存
在
し
た
の
は
、
明
治
四
年
九
月
の
廃
藩
置
県
後
、
弘
前
県
と
な
る
ま
で
の
二
年
三
ヶ
月
間
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
最
近
は
、
実
在
し
た
「
弘
前
藩
」
と
す
る
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

弘前藩か津軽藩か、使われていた公印

▼左「弘前藩知事印」右「弘前藩公用掛公印」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（弘前市立博物館蔵）

〔写真は「古文書で見る〝弘前城あれこれ〟」展時のもの〕



84　古文書で見る「弘前城あれこれ」　
	【

原
文
の
読
み
下
し
文
】

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
七
月
六
日

一
　
藩
印
出
来
方
並
び
に
関
門
停
止
仰
せ
出
さ
れ
候
に
つ
き
、

去
月
廿
五
日
御
留
守
居
名
前
に
て
差
し
出
し
候
伺
い
書
き

へ
、
御
附
け
札
を
も
っ
て
仰
せ
つ
け
ら
れ
候
。
別
紙
壱
通
、

則
、
差
し
下
し
申
し
候
。

　
　
　
　
　
　
覚

　
　
一
　
府
藩
県
各
印
鑑
を
製
す
べ
き
事
。

　
　
　
但
し
そ
の
府
印
、
そ
の
藩
印
、
そ
の
県
印
と

　
　
　
刻
す
べ
し
。

　
　
　
右
は
津
軽
弘
前
印
と
刻
し
申
す
べ
き
哉
。

　
　
　
猶
又
用
方
の
義
如
何
相
心
得
申
す
べ
き
哉
。

　
　
　
尤
も
出
来
の
上
印
鑑
差
し
上
げ
申
す
べ
き
哉
。

　
　
一
　
津
軽
弘
前
印
と
刻
し
申
す
べ
き
事
。

　
　
一
　
出
来
の
上
印
鑑
差
し
出
す
べ
き
事
。

　
　
一
　
藩
印
二
寸
二
分

同
年
八
月
三
日

一
　
京
都
表
に
て
出
来
申
し
候
印
鑑
左
に
　
　（
以
下
略
）
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明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
六
月
一
日

一
　
同
十
六
日
、
弊
藩
旧
陣
屋
攻
撃
の
節
、
亀
田
口
並
び
に
箱

館
口
よ
り
相
進
め
候
弊
藩
三
中
隊
、暁
第
三
字
進
撃
候
え
共

賊
兵
忽
ち
逃
走
す
。
平
澤
定
之
助
一
小
隊
、先
鋒
諸
隊
に
引

き
続
き
陣
屋
を
乗
っ
取
り
申
し
候
。
そ
の
節
戦
死
左
に

                          

　
喇
叭
手

　
　
　
戦
死
　
　
　
　
　
竹
中
範
平

  

右
の
通
り
御
座
候
。
こ
の
段
御
届
け
申
し
上
げ
候
。
以
上

                          

　
津
軽
藩
総
隊
長

　
明
治
二
己
巳
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
上
總

　
　
　
五
月
廿
四
日

同
年
八
月
三
日

　
弘
前
藩
知
事
仰
せ
つ
け
ら
れ
候
事

        

　
御
朱
印

　
　
明
治
二
己
巳
年
六
月

弘前藩か津軽藩か、使われていた公印



86　古文書で見る「弘前城あれこれ」　

　
　
◆
風
水
と
は
─
─

　
風
水
と
は
陰
陽
家
術
の
一
つ
で
、
城
や
重
要
な
建
物
を
建
て
る
と
き
に
、
そ
の
四
方
、
東
西
南
北
の
方
角
を
司
る
神
、
東
の

青
龍
、
西
の
白
虎
、
北
の
玄
武
、
南
の
朱
雀
を
守
護
神
と
し
て
決
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
◆
弘
前
城
の
四
神
は
─
─

　
高
岡
城
・
弘
前
城
の
四
神
は
、
東
に
は
今
の
猿
賀
神
社
を
当
て
て
い
る
。
同
社
は
か
つ
て
深じ

ん

沙じ
や

宮ぐ
う

と
称
し
た
古
社
で
、
今
な

お
奥
殿
に
対
の
龍
の
彫
り
物
、
本
殿
正
面
の
欄
間
に
龍
を
掲
げ
て
い
る
。

　
西
方
の
白
虎
に
は
百
澤
寺
、
現
岩
木
山
神
社
を
当
て
、
本
殿
破
風
の
正
面
に
、
城
に
目
を
向
け
た
虎
を
据
え
て
お
り
、
山
門

前
に
は
対
の
虎
を
彫
っ
た
石
が
あ
る
。

　
こ
の
二
社
は
城
の
東
西
ほ
ぼ
一
直
線
上
に
あ
る
。

　
北
の
玄
武
に
は
、
異
説
も
あ
る
が
大
光
寺
城
の
正
門
を
移
し
、
北
門
と
し
て
据
え
、
南
の
朱
雀
は
南
溜
池
（
南
塘
・
現
弘
大
医
学

部
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
を
当
て
た
と
し
た
説
が
あ
る
。

　
北
に
は
地
名
の
亀
甲
、
三
世
寺
、
藤
崎
に
あ
っ
た
興
福
寺
、
浪
岡
八
幡
宮
を
当
て
た
と
も
い
わ
れ
、
南
に
は
阿
闍
羅
三
千
坊

の
一
つ
久
渡
寺
、
ま
た
古
懸
不
動
と
す
る
説
も
あ
る
。
た
だ
し
、
確
証
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

●
風
水
に
基
づ
い
た
城
づ
く
り	
	

田  

澤
　
正
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▲岩木山神社の白虎 ▲猿賀神社の青龍

▶
神
門
を
含
め
た
図
（『
私
説
・
弘
前
城
も
の
が
た
り
』
よ
り
）

風水に基づいた城づくり



88　古文書で見る「弘前城あれこれ」　

◆
弘
前
藩
で
は
、
は
じ
め
佐
幕
側
と
し
て
奥
羽
同
盟
に
参
加
し
て
い
た
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
六
月
に
、
こ
の
盟
約
を
結

ぶ
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
本
多
徳
蔵
（
の
ち
の
庸
一
）
ほ
か
二
人
は
役
を
果
た
し
て
帰
国
し
て
い
た
。

　
七
月
に
な
っ
て
、
京
都
で
留
守
居
役
を
勤
め
て
い
た
西
館
平
馬
が
、「
勤
王
派
に
転
ず
る
よ
う
に
」
と
し
た
近
衛
家
か
ら
の
令

書
を
持
参
し
急
遽
帰
国
、
こ
れ
を
受
け
て
藩
で
は
「
勤
王
」
に
転
じ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
「
同
盟
脱
退
」
は
変
節
で
あ
り
信
義
に
も
と
る
と
し
て
、
本
多
徳
蔵
、
菊
池
喜
代
太
郎
、
石
郷
岡
一
得
の
ほ

か
、
工
藤
峰
次
郎
と
岡
兵
一
ら
が
藩
に
抗
議
し
た
が
叶
わ
ず
、
函
館
へ
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
途
中
か
ら
、
本
多
、
菊
池
、
石
郷
岡
の
三
人
は
庄
内
に
走
り
、
背
信
を
詫
び
切
腹
し
よ
う
と
し
た
が
、
節
操
の
士
と
し

て
説
得
さ
れ
て
こ
れ
を
や
め
、
同
盟
軍
と
し
て
勤
王
軍
、
西
郷
隆
盛
の
弟
（
の
ち
の
從
道
）
と
戦
っ
た
が
、
九
月
に
同
盟
軍
は
降

伏
し
、
戦
い
は
終
結
し
た
の
で
あ
る
。

　
戦
後
、
藩
は
、
こ
の
青
年
た
ち
の
行
動
を
「
義
挙
」
と
し
て
讃
え
、
帰
国
さ
せ
て
い
る
。

　
青
年
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
の
ち
に
指
導
的
立
場
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
る
。

本
多
徳
蔵
・
庸
一
…
…
青
山
学
院
長
、
宗
教
家
と
し
て
世
界
的
に
著
名
。

菊
池
喜
代
太
郎
・
九
郎
…
…
東
奥
義
塾
創
設
、
初
代
弘
前
市
長
、
第
一
回
衆
議
院
議
員
。

工
藤
峰
次
郎
…
…
衆
議
院
議
員
、
菊
池
九
郎
の
あ
と
を
受
け
て
東
奥
日
報
社
社
長
。

岡
　
兵
一
…
…
中
津
軽
郡
郡
長
、
剣
術
家
、
京
城
事
件
で
、
花
房
公
使
脱
出
時
の
立
役
者
。

●
戊
辰
戦
争
と
弘
前
藩	

佐  

藤
　
博
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	【
原
文
の
読
み
下
し
文
】

慶
応
四
戊
辰
年
（
一
八
六
八
）
七
月
十
四
日

一
筆
啓
達
せ
し
め
候
。
庄
内
様
御
家
中

　
本
多
小
三
郎
・
酒
井
右
馬
之
助
・

　
青
森
表
よ
り
出
帆
申
し
つ
け
候
。
尤
も

　
別
紙
の
面
々
附
き
添
い
仰
せ
つ
け
ら
れ
、

　
猶
又
、
小
三
郎
・
右
馬
之
助
儀
は

　
風
待
ち
中
賄
い
方
の
儀
は
麁
末
に

　
こ
れ
無
く
取
り
扱
い
候
様
申
し
つ
け
ら
れ
べ
く
候
。

　
恐
惶
謹
言

　
　
七
月
十
四
日

　
　
青
森
町
名
両
人
宛
殿
付

　
　
尚
々
右
の
趣
湊
目
付
へ
も

　
　
申
し
通
す
べ
く
候
。
以
上

　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
徳
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
喜
代
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
郷
岡
一
得

　
　
　
　
　
以
上

　
　
右
の
趣
勘
定
奉
行
・
御
目
付
へ

　
　
　
知
ら
せ
こ
れ
を
申
し
遣
わ
す
。

▲本多庸一　▼菊池九郎

戊辰戦争と弘前藩
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◆
雪
の
忠
臣
蔵

　
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
を
題
材
に
し
た
『
忠
臣
蔵
』
で
は
、雪
が
降
り
し
き
る
夜
、袖
先
へ
山
形
模
様
の
揃
い
の
羽
織
を
着
込

み
、
内
蔵
助
が
「
一
打
三
流
」
の
山
鹿
流
陣
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
─
─
と
い
う
『
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
』
が
歌
舞
伎
の
演
目
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
大
当
た
り
し
た
。

　
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
、「
雪
」
の
忠
臣
蔵
と
し
て
人
気
は
衰
え
て
い
な
い
。

　
　
◆
討
ち
死
に
覚
悟
の
内
蔵
助
の
「
口
上
書
」

　
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
二
月
十
五
日
の
「
日
記
（
江
戸
日
記
）」
に
、次
の

よ
う
に
あ
る
。

浅
野
内
匠
〔
頭
〕
様
の
御
家
来
が
、
昨
夜
午
前
四
時
こ
ろ
吉
良
上
野
介
様
御
宅

へ
乱
入
し
、
上
野
介
様
を
討
ち
留
め
云
々

　
続
い
て
、
浅
野
内
匠
家
来
の
口
上
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
去
年
三
月
、
内
匠
儀
、
伝
奏
御
馳
走
の
儀
に
つ
き
、
吉
良
上
野
介
殿
へ
意
趣

を
含
み
罷
り
あ
り
候
と
こ
ろ
、
御
殿
中
に
お
い
て
当
座
遁
れ
難
き
儀
が
御
座
候

て
か
、
刃
傷
に
及
び
候
。

　
君
父
の
仇
、
共
に
天
を
戴
く
べ
か
ら
ざ
る
の
儀
も
だ
し
難
く
、
き
ょ
う
上
野

●
雪
が
降
っ
て
い
な
か
っ
た
吉
良
邸
討
ち
入
り
日	

中 

村  

信
三
郎

「仮名手本忠臣蔵」葛飾北斎画
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介
殿
御
宅
へ
推
参
仕
り
候
。

　
偏
え
に
亡
主
の
意
趣
を
継
ぐ
御
志
ま
で
に
御
座
候
。
私
ど
も
死
後
、
も
し
御
見
分
の
御
方
が
御
座
候
わ
ば
、
御
披
見
願

い
奉
る
。
斯
く
の
如
く
に
御
座
候
。

　
名
文
で
あ
り
、
内
蔵
助
以
下
全
員
の
氏
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
口
上
書
か
ら
、
全
員
討
ち
死
に
の
覚
悟
で
臨
ん
で
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

　
　
◆
果
た
し
て
当
日
の
天
候
は
─
─

　
前
記
「
江
戸
日
記
」
に
よ
る
と
、
十
三
日
は
〝
終
日
雪
降
る
〟、
十
四
日
は
〝
天

気
好
し
〟、
十
五
日
は
〝
晴
れ
甚
だ
寒
し
〟
と
あ
る
。

　
当
日
、
降
り
し
き
る
雪
を
つ
い
て
、
吉
良
邸
に
討
ち
入
っ
た
様
子
を
劇
的
に
表
現

し
て
い
る
が
、
実
際
は
月
が
煌
々
と
照
ら
し
て
お
り
、
雪
は
降
っ
た
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
　
◆
大
石
家
と
津
軽

　
浅
野
内
匠
頭
と
弘
前
藩
主
・
津
軽
信
政
は
、
兵
学
者
・
山
鹿
素
行
の
門
下
生
で
あ

る
関
係
か
ら
非
常
に
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
特
に
信
政
は
素
行
を
「
父
と
も
仰
い

で
い
た
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
繋
が
り
か
ら
、
大
石
内
蔵
助
の
従
弟
・
郷
右
衛
門
は
信
政
に
召
し
抱
え
ら
れ
、

用
人
を
勤
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
郷
右
衛
門
の
子
孫
は
弘
前
に
在
住
し
、
内
蔵
助
の
遺
品
を
多
く
所
蔵
し
て
い
た

が
、
大
石
神
社
（
赤
穂
市
）
に
寄
贈
し
て
い
る
。

雪が降っていなかった吉良邸討ち入り日

「忠臣蔵十一段目夜討之図」歌川国芳画
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	【

原
文
の
読
み
下
し
文
】

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
十
二
月

　
　
　
　
　
　
十
四
日
　
天
気
好
し

一
　
今
朝
歳
暮
の
御
小
袖
御
献
上
遊
ば
さ
れ
候
に
つ
き
、
大
橋

孫
左
衛
門
御
城
へ
持
参
仕
り
、
御
奉
者
御
当
番
田
村
右
京

大
夫
様
へ
差
し
上
げ
奉
り
候
。

 

以
下
略

　
　
　
　
　
　
十
五
日
　
晴
甚
だ
寒
し

一
　
若
殿
様
与
一
様
例
月
の
如
く
今
朝
登
城
遊
ば
さ
れ
候
。

　
　
　
　
　
…
…
中
略
…
…

一
　
浅
野
内
匠
様
御
家
来
昨
夜
七
つ
時
分
吉
良
上
野
介
様
御
宅

へ
乱
入
、
上
野
介
様
を
打
ち
留
め
、
御
息
左
兵
衛
様
に
も

手
を
負
わ
せ
、
今
朝
暁
方
泉
岳
寺
へ
立
ち
退
き
候
由
、
委

細
左
に
こ
れ
を
記
す
。

　
　
　
　
浅
野
内
匠
家
来
口
上

　
　
去
年
三
月
内
匠
儀
、
伝
奏
御
馳
走
の
儀
に
つ
き
吉
良
上
野

殿
へ
意
趣
を
含
み
罷
り
有
り
候
所
、
御
殿
中
に
お
い
て
当

座
遁
れ
難
き
義
御
座
候
か
、
刃
傷
に
及
び
候
。
一
に
時
節
、

場
所
を
弁
え
ざ
る
働
き
、
不
調
法
至
極
に
つ
き
、
切
腹
仰

せ
つ
け
ら
れ
、
領
地
赤
穂
城
召
し
上
げ
ら
れ
候
儀
家
来
共

ま
で
畏
れ
入
り
存
じ
奉
り
、
上
使
御
下
知
を
請
け
、
城
地

差
し
上
げ
、
家
中
早
速
離
散
仕
り
候
。
右
喧
嘩
の
節
御
同

◀
弘
前
・
大
石
家
の
墓
（
本
行
寺
）

▶
討
入
り
の
際
に
使
わ

れ
た
呼
子
鳥
笛

　（
佐
藤
博
氏
提
供
）
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席
御
抑
え
留
め
の
御
方
こ
れ
在
り
。
上
野
介
殿
討
ち
取
り

申
さ
す
、
内
匠
末
期
残
念
の
心
底
、
家
来
共
忍
び
難
き
仕

合
に
御
座
候
。
高
家
に
対
し
御
歴
々
家
来
共
鬱
憤
を
差
し

挟
み
候
段
、
憚
り
に
存
じ
奉
り
候
え
共
、
君
父
の
仇
共
に

天
を
戴
く
べ
か
ら
ざ
る
の
儀
黙
止
難
く
、
今
日
上
野
介
殿

御
宅
へ
推
参
仕
り
候
。
偏
え
に
亡
主
の
意
趣
を
継
ぐ
御
志

ま
で
に
御
座
候
。
私
共
死
後
、
若
し
御
見
分
の
御
方
御
座

候
は
ば
御
披
見
願
い
奉
る
。
斯
く
の
如
く
御
座
候
。
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
野
内
匠
頭
長
矩
家
来

　
　
　
元
禄
十
五
年
十
二
月
日
　
千
五
百
石
　
大
石
内
蔵
之
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
忠
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
惣
右
衛
門

▶
赤
穂
四
十
七
士
追
善
の
碑
（
遍
照
寺
）

雪が降っていなかった吉良邸討ち入り日
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◆
お
城
の
キ
ツ
ネ

　
弘
前
公
園
は
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
こ
こ
に
は
キ
ツ
ネ
や
リ
ス
、
イ
タ
チ
が
棲
む
な
ど
、
自
然
環
境
も
豊
か

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
、
お
姫
様
を
お
び
え
さ
せ
た
キ
ツ
ネ
も
い
た
の
で
あ
る
。

　
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
六
月
の
「
御
日
記
」
に
、「
天
井
か
ら
キ
ツ
ネ
が
落
ち
、
お
姫
さ
ま
を
驚
か
せ
た
」
と
あ
る
。

　
前
々
か
ら
キ
ツ
ネ
対
策
と
し
て
、
常
時
、
犬
を
二
三
匹
飼
っ
て
い
た
が
、
あ
ま
り
効
き
目
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
と
い
う
の

は
、
キ
ツ
ネ
は
犬
よ
り
頭
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
キ
ツ
ネ
除
け
の
祈
禱
を
最
勝
院
に
申
し
付
け
、
お
札
も
城

内
の
そ
こ
こ
こ
に
貼
り
つ
け
て
も
い
た
。

　
　
◆
監
視
さ
れ
ど
お
し
だ
っ
た
キ
ツ
ネ

　
翌
元
禄
十
三
年
十
二
月
の
「
御
日
記
」
に
、「
午
後
五
時
頃
、
本
丸
で
い
た
ず
ら
者
の
キ
ツ
ネ
が
参
り
候
を
捕
ら
え
候
に
つ
き
、

御
用
所
坊
主
・
木
口
茂
閑
に
ご
褒
美
を
与
え
る
」
と
あ
る
。

　
お
姫
様
の
た
め
と
は
い
え
、
キ
ツ
ネ
は
夜
昼
監
視
さ
れ
、
賞
金
ま
で
か
け
ら
れ
て
い
た
。

　
　
◆
鄭
重
に
扱
わ
れ
て
い
た
キ
ツ
ネ
と
「
訓
戒
」

　
宝
永
三
年
に
、
本
丸
の
天
井
か
ら
落
ち
て
捕
ら
え
ら
れ
た
キ
ツ
ネ
は
、
小
者
に
担
が
せ
た
駕
籠
に
乗
せ
ら
れ
、
御
中
小
姓
と

足
軽
目
付
に
御
供
を
さ
せ
た
う
え
、
好
物
の
油
揚
げ
を
与
え
ら
れ
て
、
鄭
重
に
百
沢
山
中
に
放
さ
れ
た
。

●
お
姫
様
を
お
び
え
さ
せ
た
お
城
の
キ
ツ
ネ	

　

鳴  

海
　
紀
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▲現在の百沢野

　
キ
ツ
ネ
へ
の
「
訓
戒
」
口
上
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

御
本
城
の
天
井
に
入
り
騒
ぎ
候
こ
と
は
、
定
め
し
「
お
城
守
護
の
た
め
」
と
は
申
せ
、

騒
ぎ
落
ち
候
に
つ
き
、
百
沢
へ
遣
わ
さ
れ
候
。

重
ね
て
御
本
城
へ
入
り
申
す
ま
じ
く
候
。

　
こ
れ
は
笑
う
に
笑
え
な
い
事
実
で
あ
る
。
ち
な
み
に
当
時
は
「
生
類
憐
れ
み
の
令
」
が
施
行
さ
れ
て
い
た
。

お姫様をおびえさせたお城のキツネ

	【
原
文
の
読
み
下
し
文
】

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）

      

正
月
二
十
六
日

一
　
御
姫
様
の
内
、
こ
と
の
ほ
か
何
と
な
く
お
そ
ろ
し
き

と
御
意
な
さ
れ
御
お
び
え
遊
ば
さ
れ
候
。

 
 

　
　
以
下
略
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正
月
二
十
七
日

一
　
北
の
丸
へ
犬
弐
三
疋
入
れ
置
き
申
し
候
て
狐
か
ま
せ

申
す
べ
く
旨
、
奈
良
三
郎
兵
衛
へ
申
し
渡
し
候
。
尤

も
先
ず
御
台
所
の
犬
遣
わ
し
置
き
申
す
べ
き
由
こ
れ

を
申
し
渡
す
。

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）

      

　
六
月
二
十
三
日

一
　
狐
壱
疋
籠
に
入
れ
百
沢
へ
遣
わ
さ
れ
る
。

　
　
右
狐
へ
申
し
含
め
左
の
通
り
。
御
本
城
御
天
井
へ
入

り
さ
わ
ぎ
候
。
定
め
て
御
城
守
護
の
た
め
に
入
り
た

る
に
て
候
え
共
、
さ
わ
ぎ
落
ち
候
に
つ
き
百
沢
へ
遣

わ
さ
れ
候
。
重
ね
て
御
本
城
へ
入
り
申
す
ま
じ
く
候

と
申
し
含
め
、は
な
し
候
え
て
罷
り
帰
る
べ
く
候
。尤

も
、
右
の
段
百
沢
寺
へ
申
し
聞
か
せ
罷
り
帰
り
申
す

べ
き
事
。

　
　
　
申
し
含
め
　
　
　
御
中
小
姓  

外
崎
左
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
軽
目
付  

今
弥
五
兵
衛

　
右
路
次
の
内
は
籠
へ
入
れ
上
を
包
み
取
り
逃
が
し
申
さ

ぬ
様
仕
り
参
る
べ
き
事
。
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◆
藩
政
時
代
の
カ
ラ
ス
対
策

　
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
二
月
の
「
御
日
記
」
に
よ
れ
ば
、「
寺
社
廻
り
と
侍
屋
敷
の
ト
ビ
、
カ
ラ
ス
の
巣
は
見
つ
け
次
第

取
り
払
え
」
と
申
し
付
け
、
さ
ら
に
九
月
に
は
「
新
町
の
後
や
石
渡
町
の
後
な
ど
へ
ト
ビ
、
カ
ラ
ス
を
移
せ
」
と
も
命
じ
て
い

る
。

　
そ
の
結
果
、
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
一
月
に
、
カ
ラ
ス
役
人
三
上
某
が
二
百
七
十
二
羽
、
今
某
が
二
百
十
羽
を
移
し
た
と

し
て
、
藩
か
ら
賞
金
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
カ
ラ
ス
を
撃
た
ず
に
巣
を
移
し
た
の
は
、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
が
「
生
類
憐
れ
み
の
令
」
を
布
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ツ

バ
メ
を
殺
し
て
さ
え
死
罪
と
な
っ
た
武
士
が
い
た
ほ
ど
、
取
り
締
ま
り
の
厳
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。

　
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
綱
吉
が
死
去
後
、「
憐
れ
み
の
令
」
は
廃
止
さ
れ
、正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
は
一
転
し
て
、「
弘

前
廻
り
の
ト
ビ
、
カ
ラ
ス
を
鉄
砲
で
撃
ち
取
れ
」
と
命
じ
て
い
る
。

　
　
◆
最
近
の
カ
ラ
ス
対
策

　
カ
ラ
ス
の
「
奔
放
」
は
今
な
お
続
き
、市
民
の
顰
蹙
を
買
っ
て
い
る
。
今
年
七
月
、市
で
は
臨
時
の
職
員
を
専
従
さ
せ
て
、カ

ラ
ス
の
集
団
追
放
を
目
指
し
て
い
る
と
聞
く
。

　
昔
か
ら
棲
み
つ
い
て
い
る
カ
ラ
ス
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
手
を
打
つ
の
か
、
何
と
か
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

●
昔
か
ら
棲
ん
で
い
た
お
城
の
カ
ラ
ス	

　

鳴  

海
　
紀

昔から棲んでいたお城のカラス
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	【
原
文
の
読
み
下
し
文
】

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）

      

　
二
月
二
十
八
日

      

　
　
覚

一
　
最
前
相
触
れ
候
通
り
、
寺
社
侍
屋
敷
の
鳶
・
烏
の
巣
を
か

け
候
は
ば
、
い
よ
い
よ
油
断
無
く
、
早
速
取
り
払
い
巣
を

懸
け
ぬ
よ
う
仕
る
べ
く
候
。

 
 

以
下
略

      

　
九
月
十
三
日

      

鳶
・
烏
移
し
候
事

一
　
土
手
新
町
後
　
　
一
　
石
渡
町
後

一
　
和
徳
町
後
　
　
　
一
　
荒
町
流
木
町
後

　
　
　
右
四
ヶ
所
に
先
ず
仰
せ
つ
け
ら
れ
候
哉

 

以
下
略

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）

      

　
四
月
一
日

一
　
高
谷
半
左
衛
門
申
し
立
て
候
は
弘
前
廻
り
鳶
、
烏
打
ち
候

儀
、
明
二
日
よ
り
罷
り
出
で
候
よ
う
申
し
つ
け
候
。
鉄
砲

弐
挺
並
び
に
玉
薬
と
も
相
渡
し
候
よ
う
に
仰
せ
つ
け
ら
れ

た
き
旨
、
且
つ
又
人
足
相
渡
し
候
よ
う
に
と
申
し
立
て
候
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に
つ
き
、
隼
人
へ
こ
れ
を
達
す
る
。
鉄
砲
並
び
に
玉
薬
の

儀
は
御
武
具
奉
行
へ
こ
れ
を
申
し
遣
わ
し
、
人
足
の
儀
は

郡
奉
行
・
町
奉
行
へ
断
り
次
第
相
渡
し
候
よ
う
に
と
今
井

源
五
右
衛
門
方
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
申
し
遣
わ
す
。

カラスの群れ（弘前市環境保全課提供）

昔から棲んでいたお城のカラス
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●
北
奥
最
大
の
お
祭
り
「
弘
前
八
幡
宮
の
祭
礼
」
と

 

　
田  

澤
　
正

　

賀
田
門
の
大
き
さ	

　
　
　
◆
鬼
門
・
弘
前
八
幡
宮
の
由
来

　
八
幡
宮
は
王
城
鎮
護
の
神
と
し
て
尊
ば
れ
、
源
氏
の
氏
神
と
な
り
、
や
が
て
武
家
の
守
り

神
と
し
て
全
国
に
広
く
普
及
し
た
。

 

弘
前
八
幡
宮
は
、
は
じ
め
岩
木
町
八や
わ
た幡
に
祀ま
つ

ら
れ
て
い
た
が
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
津

軽
為
信
が
堀
越
に
築
城
し
た
と
き
同
地
に
遷
し
、
そ
の
後
、
高
岡
（
弘
前
）
に
築
城
と
と
も

に
遷
り
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）、
城
の
鬼
門
「
丑
寅
」
方
角
に
鎮
守
と
し
て
遷
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　
こ
の
一
直
線
上
の
北
の
小
丸
に
「
太
閤
秀
吉
像
」
も
守
り
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　
◆
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
祭
礼
始
ま
る   

　
神み
こ
し輿
は
八
月
十
五
日
の
午
前
八
時
ご
ろ
に
八
幡
宮
を
出
発
。亀
甲
町
か
ら
城
内
に
入
り
、殿

様
・
信
政
は
二
の
丸
の
辰
巳
の
矢
倉
で
、
母
の
久
祥
院
は
同
じ
二
の
丸
の
丑
寅
の
矢
倉
で
御

覧
に
な
っ
て
い
る
。

　
祭
礼
は
じ
め
を
祝
っ
た
殿
様
の
「
口
上
」
が
あ
り
、
出
席
の
藩
士
と
祝
宴
を
張
り
、
午
後

二
時
ご
ろ
終
わ
っ
て
い
た
。

　
　
　
◆
同
年
の
祭
礼
行
列
図
と
、
祭
礼
に
参
加
し
た
町
内
名
と
山
屋
台
・
山だ

車し

名
。

「弘前八幡宮祭礼図」（部分）
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○
親
方
町
、
長
良
山
　
○
本
寺
町
、
大
黒
山
米
山
　
○
土
手
町
、
文
珠
山

　
　
○
東
長
町
、
高
砂
山
。

　
　
○
亀
甲
町
、
神
楽
山
　
○
亀
甲
町
、
黒
石
町
、
神
楽
山
　

　
　
○
塩
分
町
、
茂
森
町
、
大
根
山
　
○
長
町
、
茶
屋
町
の
山
欠
け
る
。

　
　
○
鍛
冶
町
、
太
神
楽
。

　
　
○
銅
屋
町
、
道
成
寺
山
　
○
桶
屋
町
、
す
わ
ま
（
素
浜
）
山

　
　
○
大
工
町
、
神
楽
山
　
○
鞘
師
町
、
大
名
行
列

　
こ
の
ほ
か
各
町
内
ご
と
に
芸
や
踊
り
を
披
露
し
て
い
た
。

　
　
○
押
さ
え
、
鉄
砲
五
十
挺
　
御
弓
五
十
張
。
御
長
柄
五
十
本
。

　
　
　
歩
行
の
者
百
人
。
騎
馬
侍
前
後
十
人
ほ
ど
。
山
伏
十
人
。
甲
冑
馬
上
。

　
　
○
總
押
さ
え
、  

突
棒
、
さ
す
股
。

　
　
　
◆
豪
華
を
競
っ
た
町
印
、
服
装
の
一
例
。 

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
八
月

　
　
○
　
本
町
、
親
方
町
の
丁
（
町
）
印
。

　
諫
鼓
太
鼓
の
上
に
金
鶏
立
ち
、　
玉
眼
入
り
、　
下
に
本
町
、
親
方
町
両
町
名
の
額
あ
り
、

紺
青
地
に
文
字
は
箔
。

　
一
　
水
引
。
黒
天
鵞
絨
模
様
、
唐
子
遊
び
、
金
糸
縫
。

　
一
　
下
幕
。
赤
地
錦
。

　
一
　
車
引
き
八
人
。
着
物
更
紗
木
綿
、
腕
貫
萌
黄
股
引
。
　
右
は
車
へ
相
添
い
候
。
　
綱

引
子
供
二
十
人
。
　
着
物
は
絹
縮
緬
の
類
、
紫
の
鉢
巻
。
　
右
の
子
供
世
話
役
二
人

北奥最大のお祭り「弘前八幡宮の祭礼」と賀田門の大きさ
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の
着
物
は
縮
緬
奴
仕
立
て
、
晒
鉢
巻
。

　
一
　
旗
振
り
。
　
子
供
は
法
被
緋
縮
緬
飛
龍
立
波
、
金
糸
縫
模
様
。
　
衣
装
は
萌
黄
金

襴
の
腕
貫
。
　
踏
込
は
赤
地
金
襴
。
　
笠
は
花
輪
違
緋
と
浅
黄
縮
緬
張
り
。

　
ほ
か
に
土
手
町
、
茂
森
町
、
和
徳
町
、
鍛
冶
町
、
新
町
、
紺
屋
町
、
亀
甲
町
、
東
長
町
な

ど
、
い
ず
れ
も
豪
華
絢
爛
を
競
っ
て
い
た
。

　
　
　
◆
祭
礼
の
通
筋
。 

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
八
月
十
五
日

　 

八
幡
宮
か
ら 

田
町
、
亀
甲
町
を
通
り
、
北
門
か
ら
城
内
へ
入
っ
た
。
母ほ

衣ろ

町
を
経
て
賀

田
門
・
内
北
門
、
三
の
御
丸
、
外
南
門
・
追
手
門
を
出
て
町
へ
向
か
う
。

　
町
は
白
銀
町
、
塩
分
町
、
茂
森
町
、
覚
仙
町
、
本
町
、
親
方
町
、
白
銀
町
、
東
長
町
、
元

寺
町
、
土
手
町
、
代
官
町
、
和
徳
町
、
東
長
町
、
蔵
主
町
を
廻
り
、
八
幡
宮
へ
還
御
し
て
い

る
。

　
祭
礼
は
「
藩
」
主
導
で
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
城
内
で
は
殿
様
と
、
殿
様
の
母
・
久
祥
院
、

一
族
、
重
臣
が
御
覧
、
三
の
丸
追
手
門
か
ら
町
へ
出
る
。
た
だ
し
、
後
年
は
町
の
通
り
筋
に

時
々
変
更
が
あ
っ
た
。

　
祭
礼
は
原
則
と
し
て
、
殿
様
が
参
勤
を
終
え
、
帰
国
し
た
と
き
に
、
隔
年
ご
と
の
八
月
十

五
日
に
行
わ
れ
た
が
、
変
更
も
あ
り
、
雨
天
に
よ
っ
て
延
期
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
◆
曲
芸
と
殿
様
の
ア
ン
コ
ー
ル

　
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
の
八
月
に
、
曲
芸
に
加
え
て
「
四
つ
綱
」
と
い
う
新
し
い
芸
を

演
じ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
芸
は
、
殿
様
の
ア
ン
コ
ー
ル
が
あ
れ
ば
幾
度
も
披
露
し
て
い
た
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の
で
あ
る
。

　
　
　
◆
山だ

車し

の
組
み
立
て
と
賀
田
門
の
大
き
さ 

。
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）

　
年
々
山
車
や
町
印
が
大
型
化
し
て
き
た
た
め
に
通
れ
ず
、
賀
田
門
（
三
の
丸
北
門
）
の
敷

居
を
四
尺
掘
り
下
げ
て
い
た
。

　
亀
甲
門
・
北
門
の
高
さ
は
四
・
八
六
メ
ー
ト
ル
で
支
障
は
な
か
っ
た
か
ら
、
賀
田
門
は
そ

れ
よ
り
一
・
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
大
き
な
山
車
や
町
印
の
ほ
か
、
綱
渡
り
用
の
柱
や
台
も
大
き
す
ぎ
た
と
き
は
、
祭
礼
前
に

三
の
丸
へ
運
び
入
れ
て
組
み
立
て
て
い
た
。

　
町
方
に
対
し
て
も
道
路
、
橋
の
繕
い
な
ど
落
ち
が
な
い
よ
う
に
き
つ
く
申
し
付
け
て
い
た
。

　
　
　
◆
神
輿
の
み
の
運
行
と
復
興
の
兆
し
、
高
覧

所
の
変
更

　
財
政
の
逼
迫
に
よ
っ
て
、
年
に
よ
り
祭
礼
は
神
輿

だ
け
に
し
て
、
町
印
、
山
車
、
練
子
の
出
な
い
小
規

模
な
祭
り
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
在
々
か
ら
の
人
出
に
加
え
て
、
南
部
、
仙

台
、
秋
田
、
能
代
、
松
前
か
ら
も
見
物
人
が
集
ま
る

よ
う
に
な
り
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
た
。
そ
れ

だ
け
「
弘
前
の
八
幡
祭
礼
」
は
広
く
知
れ
渡
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　

北奥最大のお祭り「弘前八幡宮の祭礼」と賀田門の大きさ

▼賀田門跡
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安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
は
、
雨
天
で
八
月
十
七
日
に
延
期
し
て
行
わ
れ
た
が
、
盛
り
上

が
り
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
土
手
町
の
張
良
山
は
七
百
両
を
要
し
た
。
町
々
の
練
物
な
ど
も
諸
事
美
麗
で
昔
の
十
倍
も

あ
っ
た
。
衣
類
も
木
綿
類
ば
か
り
着
て
い
た
が
絹
物
や
襦
子
、
緞
子
も
着
て
い
る
。

　
ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
た
不
作
で
倹
約
令
な
ど
も
出
さ
れ
、
神
輿
ば
か
り
通
っ
て
い
た
が
、

「
藩
」
か
ら
町
印
ば
か
り
で
も
出
し
て
は
ど
う
か
と
申
し
付
け
ら
れ
、
本
町
、
横
町
、
土
手
町
、

和
徳
町
が
参
加
、
練
物
も
一
つ
二
つ
出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

「
高
覧
所
」は
二
の
丸
の
辰
巳
の
矢
倉
か
ら
三
の
丸
御
長
屋
二
階
の
御
物
見
に
代
わ
っ
て
い
た
。

　
　
　
◆
祭
礼
の
盛
り
上
が
り

　
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
、「
今
年
の
祭
礼
は
、
市
井
こ
と
の
ほ
か
奢
り
、
い
ろ
い
ろ
の

細
工
物
な
ら
び
に
練
物
、
山
車
、
町
印
と
も
美
善
を
尽
く
し
甚
だ
壮
観
、
近
国
、
他
邦
よ
り

も
見
物
人
多
く
入
り
込
み
、
記
憶
に
な
い
ほ
ど
賑
わ
う
」
と
あ
る
。

　「
あ
い
に
く
の
雨
だ
っ
だ
が
、
秋
田
、
松
前
な
ど
か
ら
の
見
物
人
と
、
在
々
か
ら
の
大
勢
の

人
出
で
町
中
が
大
混
雑
し
た
」
と
も
続
け
て
い
る
。

　
　
　
◆
藩
政
期
祭
礼
の
終
焉
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
八
月
十
五
日

　
弘
前
藩
最
後
の
藩
主
・
津
軽
承
昭
が
三
の
丸
の
御
物
見
所
で
御
覧
に
な
っ
た
の
が
、
藩
主

導
の
最
後
の
祭
礼
で
あ
っ
た
。
こ
の
翌
年
戊
辰
戦
争
が
始
ま
り
、
徳
川
幕
府
が
崩
壊
し
て
い

る
。



105

　
　
　
◆
祭
礼
の
囃
し
唄

　
　
　
　
●
囃
し
唄     「
万
延
元
年
さ
る
年
（
一
八
六
〇
）」　
　
下
澤
保
躬

      

な
ん
で
も
つ
め
つ
め
米
俵
　
　
　
　
　
の
っ
こ
と
宝
の
山
な
り
に

      

う
さ
ぎ
も
つ
け
つ
け
秋
の
餅
　
　
　
　
に
っ
こ
と
出
ま
し
た
お
月
さ
ま

      

よ
ん
べ
も
お
福
が
か
け
こ
ん
だ
　
　
　
な
か
な
か
ま
く
れ
ぬ
か
じ
親
父

      

つ
め
こ
め
つ
め
こ
め
千
両
箱
　
　
　
　
蔵
の
根
引
が
た
ま
る
ほ
ど

      

ふ
り
出
せ
ふ
り
出
せ
赤
奴
　
　
　
　
　
千
と
せ
の
松
風
さ
っ
さ
っ
と

      
ち
ん
ち
ん
ち
ろ
り
に
か
も
の
肉
　
　
　
こ
っ
ち
り
お
鍋
の
お
と
し
味
噌

      
お
ら
の
旦
那
は
福
の
神
　
　
　
　
　
　
朝
か
ら
に
こ
に
こ
き
げ
ん
顔

      

こ
と
し
の
み
の
り
は
二
年
作
　
　
　
　
ど
こ
も
か
し
こ
も
腹
つ
つ
み

      

つ
つ
み
の
景
色
は
よ
い
け
し
き
　
　
　
一
目
に
八
景
は
五
重
の
塔

      

梅
に
う
ぐ
い
す
松
に
鶴 

　
　
　
　
　
　
竹
に
雀
は
千
代
の
声

　
　
　
　
　  

辛
酉
秋      

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

　
　
　
　
●
弘
前
八
幡
宮
某
年
八
月
十
五
日  

大
祭
礼
の
と
き
の
奴
振
り
の
は
や
し
唄

　
　
君
の
御
恵
み
あ
り
が
た
や
　
　
私
ど
も
ま
で
は
ら
つ
つ
み

北奥最大のお祭り「弘前八幡宮の祭礼」と賀田門の大きさ
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女
は
世
界
の
た
か
ら
も
の
　
　
ど
ん
な
人
で
も
に
や
に
や
に
や

　
　
こ
と
し
の
作
は
二
年
作
　
　
一
俵
で
三
十
安
く
な
り

　
　
隣
り
の
下
女
は
あ
ん
ま
り
だ
　
　
大
き
な
す
り
こ
木
抱
い
て
い
る

　
　
酒
と
女
は
か
た
き
な
り
　
　
み
か
た
に
と
れ
ば
甘
い
も
の

　
　
姉
さ
ん
木
の
ぼ
り
み
っ
と
も
な
い
　
　
下
か
ら
松
茸
に
ら
ん
で
る

　
　
な
ん
ぼ
も
つ
め
つ
め
千
両
箱
　
　
床
の
ね
引
の
お
ち
る
ま
で

　
　
嫁
の
お
な
ら
は
大
不
調
法
　
　
婿
ど
の
ほ
と
ほ
と
ん
ど
迷
惑
し

　
　
後
家
の
え
く
ぼ
は
落
と
し
穴
　
　
落
ち
れ
ば
え
ふ
ら
か
ふ
ら
め
く

　
　
米
あ
り
酒
あ
り
肴
あ
り
　
　
さ
て
さ
て
目
出
度
き
御
代
と
な
り

               

右
酉
ど
し

　
　
　
　
●
松
森
町
獅
子
躍
の
唱
歌

        

君
の
御
庭
を
　
見
も
ふ
せ
ば  

白
銀
子
草
か
　
そ
よ
と
な
る
と
の

        

君
の
御
屋
形
　
見
も
ふ
せ
ば  

万
々
歳
と
　
建
た
御
屋
形

        

君
の
御
堀
を
　
見
も
ふ
せ
ば  

御
代
を
ゆ
た
か
に
　
さ
く
ら
波
た
つ

        

き
り
き
り
す
　
一
つ
は
ね
た
も
面
白
や
　
続
い
て
は
ね
ろ
あ
い
の
は
た
を
り

        

十
三
よ
り
つ
れ
て
下
り
し
女
獅
子
を
　
こ
の
御
庭
て
か
く
し
と
ら
れ
だ

        

う
れ
し
や
な
　
風
や
霞
を
吹
払
ふ
て
　
今
こ
そ
女
獅
子
に
逢
う
ぞ
う
れ
し
き
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我
等
か
国
よ
り
急
ぎ
戻
れ
の
文
が
来
た
　
御
暇
申
し
て
い
ざ
か
へ
ら
し

               

右
は
一
御
場

　
　
　
君
の
御
橋
を
　
見
も
ふ
せ
ば
　
い
か
な
る
御
人
の
御
懸
け
や
ら
　
御
代
も
め
で
た
く
懸
け

た
そ
り
橋

　
　
　
天
竺
天
の
老
染
　
川
原
の
は
た
こ
に
こ
そ  

つ
く
し
む
す
ぶ
の
神
の
恵
か
な

　
　
　
お
ら
が
よ
め
子
は
機
を
織  

七
つ
拍
子
に
八
つ
八
つ
拍
子  

九
つ
拍
子
に
と
う
と
う
拍
子

　
　
　
十
三
よ
り
「
前
同
断
」  

嬉
し
や
な
「
前
同
断
」  

我
ら
が
国
よ
り
「
前
同
断
」

                

右
は
一
場

　
　
　
松
山
の  

ま
つ
の
そ
だ
ち
に
千
代
こ
め
て  

君
の
よ
は
ひ
も
あ
ら
麗
は
し
や

　
　
　
松
に
か
ら
ま
る
蔦
の
葉
の  

縁
も
つ
き
せ
ぬ
御
代
ぞ
久
し
き

　
　
　
十
三
よ
り
お
ら
が
よ
め
子
は
機
を
織
　
嬉
し
や
な
七
つ
拍
子
に
八
つ
八
つ
拍
子
　
九
つ

拍
子
に
と
う
と
う
拍
子

                

右
は
一
御
場

北奥最大のお祭り「弘前八幡宮の祭礼」と賀田門の大きさ
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弘
前
市
十
腰
内
　
巖
鬼
山
神
社
蔵
（「
県
重
宝
）

　
◆
信
建
の
人
物
像
（『
国
史
大
辞
典
』
よ
り
）

　
つ
が
る
の
ぶ
た
け
　
津
軽
信
建（
一
五
七
四
─
一
六
〇
七
）　
安
土
桃
山
時
代
の
武
将
。
陸
奥
国
弘
前
藩
初
代
藩
主
為
信
の
長

男
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
関
ヶ
原
の
戦
に
は
大
坂
方
に
つ
く
。
同
九
年
、巖
鬼
山
神
社
に
「
津
軽
惣
（
総
）
領
主
宮
内
大
輔

藤
原
臣
信
建
」
銘
で
鰐
口
を
奉
納
。
信
建
を
二
代
藩
主
に
擬
す
る
史
家
も
い
る
。

　
六
月
二
十
五
日
付
（
年
紀
不
明
）
信
建
宛
の
徳
川
家
康
直
判
鷹
答
礼
状
が
、
故
あ
っ

て
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
津
軽
家
に
届
け
ら
れ
た
の
も
、
跡
目
相
続
の
内
紛
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
慶
長
十
二※

年
（
一
六
〇
七
）
死
去
。

※
『
国
史
大
辞
典
』
の
記
述
は
、藩
の
官
撰
史
書
で
あ
る
『
津
軽
一
統
誌
』（
享
保
十
六
年
〔
一

七
三
一
年
〕
刊
行
）
に
拠
っ
て
い
る
が
、同
時
代
の
資
料
で
あ
る
『
時
慶
卿
記
』（
五
一
頁
参

照
）
に
よ
れ
ば
、
信
建
の
没
年
月
日
は
慶
長
十
一4

年
（
一
六
〇
六
）
十
二
月
二
十
日
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
最
近
、
長
勝
寺
で
発
見
さ
れ
た
信
建
の
位
牌
に
も
〝
慶
長
十
一4

年
十
二
月

二
十
日
〟
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。

●
津
軽
総
領
主
津
軽
信
建
銘
の
鰐
口	

　

田  

澤
　
正
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◆
鰐
口
の
銘
文

〔
表
〕　
奉
納
　
大
旦
那
津
軽
惣
領
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
内
大
輔
藤
原
臣
信
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
長
九
年※

甲
辰
八
月
十
七
日

〔
裏
〕　
遠
寺
内※

寄
進
之

※
慶
長
九
年
　
一
六
〇
四
年
。

※
遠
寺
内
　
弘
前
市
十
腰
内
の
こ
と
。

　
◆
神
楽
鈴
の
銘
文

〔
前
頁
写
真
右
〕　
津
軽
五
代
　
津
軽
信
壽
　
奉
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
杏
葉
牡
丹
紋
刻
）

〔
前
頁
写
真
左
〕　
黒
石
津
軽
家
　
奉
納
【
社
宝
】

津軽総領主津軽信建銘の鰐口

▲鰐口　慶長九年奉納銘
　　県重宝・昭和 38 年 4 月 10 日指定
　〈銅製、直径 21.1㎝、中央部厚さ 12.0㎝〉

▼取り付けられた鰐口の例
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